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　　　　　　　　　レムナント！


　　　　　　


イザヤ6:13　そこにはなお、十分 (じゅうぶん)の一 (いち)が残 (のこ)るが、それもまた、焼 (や)き払 (はら)われる。テレビンの木 (き)や樫 (かし)の木 (き)が切 (き)り倒 (たお)されるときのように。しかし、その中 (なか)に切 (き)り株 (かぶ)がある。聖 (せい)なるすえこそ、その切 (き)り株 (かぶ)。


げつようび



今日 (きょう)はイザヤについて、話 (はな)しましょう。イザヤは、B.C.760年 (ねん)頃 (ごろ)、エルサレムで生 (う)まれました。イザヤの名前 (なまえ)は「主 (しゅ)なる神様 (かみさま)が救 (すく)われる」という意味 (いみ)です。主 (しゅ)に召 (め)されて預言者 (よげんしゃ)になったイザヤは預言書 (よげんしょ)を記録 (きろく)しました。それが「イザヤ書 (しょ)」です。イザヤ書 (しょ)は、イエス・キリストがメシヤ（油 (あぶら)を注 (そそ)がれた者 (もの)）という事実 (じじつ)と、神様 (かみさま)がイザヤを通 (とお)してユダを救 (すく)われるという約束 (やくそく)が記録 (きろく)されています。特 (とく)に、レムナントを通 (とお)して神様 (かみさま)の栄光 (えいこう)が現 (あらわ)れて、暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)が征服 (せいふく)されると話 (はな)しています。
契約 (けいやく)の種 (たね)を伝 (つた)えられた私 (わたし)たちが、まさにレムナントです。世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)は、私 (わたし)たちの信仰 (しんこう)にかかっています。どんなみことばを握 (にぎ)って祈 (いの)るかが本当 (ほんとう)に重 (じゅう)要 (よう)だということです。私 (わたし)たちをこの時代 (じだい)を生 (い)かすレムナントとして召 (め)された神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みに感謝 (かんしゃ)しながら、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のために祈 (いの)る生活 (せいかつ)に挑戦 (ちょうせん)しましょう!
2016.01.30　核心訓練メッセージ




　きょうのいのり













　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　エゼキエル１～２

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










イザヤ（書 (しょ)）についての内容 (ないよう)です。
（　　　）に正 (ただ)しいことばを埋 (う)めましょう。

イザヤはエルサレムで生 (う)まれました。
イザヤという名前 (なまえ)は（　　　　　　　　　　　　　　）という意味 (いみ)です。
イザヤはイザヤ書 (しょ)という預言書 (よげんしょ)を記録 (きろく)しました。
そこには、イエス・キリストが（　　　　　　　）
だという事実 (じじつ)と
神様 (かみさま)がイザヤを通 (とお)してユダを（　　　　　　　）
という約束 (やくそく)があります。
特 (とく)に（　　　　　　　　　）を通 (とお)して、
神様 (かみさま)の栄光 (えいこう)が現 (あらわ)れて
暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)を征服 (せいふく)すると言 (い)われました。








　　　　　　　　　　　



みことばを
てきようしよう　



































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)ををかすレムナントとして召 (め)してくださってありがとうございます。神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みに感謝 (かんしゃ)して世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のために祈 (いの)る人 (ひと)にならせてください。イエス・キリストのお名 (な)前 (まえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]アブラハムが　うけた　しゅくふく


　　　　　創世記 (そうせいき)12:2～3　そうすれば、わたしはあなたを大 (おお)いなる国民 (こくみん)とし、あなたを祝福 (しゅくふく)し、あなたの名 (な)を大 (おお)いなるものとしよう。あなたの名 (な)は祝福 (しゅくふく)となる。あなたを祝福 (しゅくふく)する者 (もの)をわたしは祝福 (しゅくふく)し、あなたをのろう者 (もの)をわたしはのろう。地上 (ちじょう)のすべての民族 (みんぞく)は、あなたによって祝福 (しゅくふく)される。」



かようび



アブラハムといえば、まずになにを思 (おも)い出 (だ)しますか。奥 (おく)さんのサラですか。息子 (むすこ)のイサクですうか。カナンの地 (ち)ですか。お金持 (かねも)ちになったことですか。いろいろなことを思 (おも)い出 (だ)すでしょうが、必 (かなら)ず知 (し)っておくべきことがあります。
最初 (さいしょ)に、アブラハムははに会 (あ)えなければ（原罪 (げんざい)）失敗 (しっぱい)するしかなくて、成功 (せいこう)するように見 (み)えても、結局 (けっきょく)、バベルの塔 (とう)のように崩 (くず)れるという事実 (じじつ)（自分 (じぶん)が犯 (おか)す罪 (つみ)）を知 (し)っていました。私 (わたし)たちもアブラハムのように、なぜ人 (ひと)に問題 (もんだい)がとぎれることなく起 (お)きるのか、理由 (りゆう)を正 (ただ)しく知 (し)らなければなりません。
二 (ふた)つ目 (め)、アブラハムはイエスがキリスト（福音 (ふくいん)）という事実 (じじつ)を理解 (りかい)していました。イエス・キリストが来 (こ)られるカナンの地 (ち)に向 (む)かいながら、アブラハムは多 (おお)くの困難 (こんなん)を経験 (けいけん)しました。しかし、福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)をしっかりと握 (にぎ)ったときに、すべての問 (もん)題 (だい)を越 (こ)えることができました。特 (とく)に、アブラハムが息子 (むすこ)イサクをモリヤの山 (やま)で全焼 (ぜんしょう)のいけにえとしてささげようとしたとき、神様 (かみさま)はアブラハムの信仰 (しんこう)を見 (み)て、別 (べつ)に雄 (お)羊 (ひつじ)を準備 (じゅんび)して、死 (し)を越 (こ)えるようにさせてくださいました。アブラハムは、この事件 (じけん)で福音 (ふくいん)をさらにしっかりと握 (にぎ)りました。
三 (みっ)つ目 (め)、神様 (かみさま)は世 (よ)の中 (なか)と福音 (ふくいん)を理解 (りかい)したアブラハムに「祝福 (しゅくふく)」と呼 (よ)ばれると言 (い)われました。同 (おな)じように、私 (わたし)たちも神様 (かみさま)の「祝福 (しゅくふく)」であり「信仰 (しんこう)の先祖 (せんぞ)」です。アブラハムのように、イエス・キリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って家 (か)系 (けい)と世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。
　　　　　　　　　　　　　2016.01.31　インマヌエル教会聖日1部





　きょうのいのり












　きょうのでんどう














　きょうのみことば

　エゼキエル３～４

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]神様 (かみさま)はアブラハムを「祝福 (しゅくふく)」と呼 (よ)ばれました。
私 (わたし)にふさわしい信仰 (しんこう)のニックネームを書 (か)きましょう


　　　　　
　　　　　　　　例 (れい)）祝福 (しゅくふく)の○○

　　　　なまえ








　　　ニックネーム
みことばを
てきようしよう



































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！アブラハムのように問題 (もんだい)の理由 (りゆう)と答 (こた)えを正 (ただ)しく知 (し)って、祝福 (しゅくふく)の根源 (こんげん)となる祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ][image: ]アブラハムの　しっぱい

　　　創世記 (そうせいき)16:2　サライはアブラムに言 (い)った。「ご存 (ぞん)じのように、主 (しゅ)は私 (わたし)が子 (こ)どもを産 (う)めないようにしておられます。どうぞ、私 (わたし)の女 (おんな)奴隷 (どれい)のところにお入 (はい)りください。たぶん彼女 (かのじょ)によって、私 (わたし)は子 (こ)どもの母 (はは)になれるでしょう。」アブラムはサライの言 (い)うことを聞 (き)き入 (い)れた。





すいようび

　　　　　　

失敗 (しっぱい)したせいで、心 (こころ)が傷 (きず)ついて後悔 (こうかい)したことはありますか。だいじょうぶです。人 (ひと)はだれでも、失敗 (しっぱい)するのです。信仰 (しんこう)の先祖 (せんぞ)だったアブラハムも、失敗 (しっぱい)したことがありました。
神様 (かみさま)はアブラハムに生 (う)まれ故郷 (こきょう)、父 (ちち)の家 (いえ)を出 (で)て、わたしが示 (しめ)す地 (ち)へ行 (い)きなさいとおっしゃいました。しかし、アブラハムは、不安 (ふあん)な心 (こころ)で、おいを連 (つ)れて出 (で)ました。神様 (かみさま)のみことばにそのまま従 (したが)わなかったアブラハムは、結局 (けっきょく)、いろいろな困難 (こんなん)に陥 (おちい)るようになりました。神様 (かみさま)がアブラハムに「あなたのからだから生 (う)まれる者 (もの)が相 (そう)続 (ぞく)する者 (もの)になる」と約束 (やくそく)されました。しかし、アブラハムは、そのときも神様 (かみさま)のみことばに従 (したが)わなかったのです。奥 (おく)さんのサラが年 (とし)をとっていて、子 (こ)どもを産 (う)むことができないと思 (おも)ったからです。それゆえ、奥 (おく)さんの奴隷 (どれい)のハガルとの間 (あいだ)に息子 (むすこ)イシュマエルが生 (う)まれました。イシュマエルは、神様 (かみさま)が約束 (やくそく)された息子 (むすこ)ではありませんでした。神様 (かみさま)は、アブラハムに「祝福 (しゅくふく)の根源 (こんげん)」という祝福 (しゅくふく)も与 (あた)えられたのですが、アブラハムは目 (め)の前 (まえ)の環境 (かんきょう)だけを見 (み)て、どのように食 (た)べて生 (い)きるのかをさらに心配 (しんぱい)しました。それゆえ、ゲラルの王 (おう)のアビメレクにサラを妹 (いもうと)だとだます失敗 (しっぱい)をしてしまったのでした。
このように、アブラハムは失敗 (しっぱい)と不信仰 (ふしんこう)を繰 (く)り返 (かえ)しました。しかし、神様 (かみさま)はアブラハムを愛 (あい)して、国々 (くにぐに)を生 (い)かす者 (もの)として呼 (よ)ばれ、息子 (むすこ)「イサク」をくださいました。私 (わたし)たちもまた、神様 (かみさま)に召 (め)された世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の主役 (しゅやく)です。この事実 (じじつ)を毎日 (まいにち)味 (あじ)わうことができますようにとお祈 (いの)りしましょう。　　　　2016.01.31　インマヌエル教会聖日2部





　きょうのいのり














　きょうのでんどう














　きょうのみことば

　エゼキエル５～６
一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう















もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









みことばを
てきようしよう




アブラハムのように、なやんでいることはありますか。
きょうから、なやみを祈 (いの)りの課題 (かだい)に変 (か)えましょう。
神様 (かみさま)がアブラハムにくださったのと同 (おな)じ恵 (めぐ)みを注 (そそ)いでくださるでしょう




　　　わたしのなやみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祈 (いの)りの課 (か)題 (だい)






























父 (ちち)なる神様 (かみさま)。私 (わたし)もアブラハムのように、問題 (もんだい)のせいで失敗 (しっぱい)して、不信仰 (ふしんこう)になるときがあります。アブラハムに力 (ちから)をくださって、みことばに従 (したが)っていくようにされたように、私 (わたし)にも同 (おな)じ恵 (めぐ)みをください。世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の主役 (しゅやく)として用 (もち)いてください。イエス様 (さま)のお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
おいのり
しよう

[image: ]
ぜったいもくひょう



　　　　　　
使徒 (しと)1:8　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土 (ぜんど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。



もくようび



絶対 (ぜったい)とは、制限 (せいげん)がなくて、すべてを跳 (と)び越 (こ)えることを言 (い)います。聖書 (せいしょ)には、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)的 (てき)なみことばが出 (で)てくるのですが、大 (おお)きく三 (みっ)つに要約 (ようやく)できます。最初 (さいしょ)に、イエスがキリストです。二 (ふた)つ目 (め)、神様 (かみさま)は生 (い)きておられて、私 (わたし)たちといつもともにいてくださいます。これを神 (かみ)の国 (くに)を味 (あじ)わうことだと言 (い)います。三 (みっ)つ目 (め)、聖 (せい)霊 (れい)に満 (み)たされれば、地 (ち)の果 (は)てまで福音 (ふくいん)の証人 (しょうにん)になることができます。
私 (わたし)たちの目標 (もくひょう)は、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)的 (てき)なみことばを体験 (たいけん)することです。聖書 (せいしょ)に出 (で)てくる7人 (にん)のレムナント（ヨセフ、モーセ、サムエル、ダビデ、エリシャ、イザヤ、パウロ）も、神様 (かみさま)のみことばを悟 (さと)って、契約 (けいやく)として握 (にぎ)ったとき、家庭 (かてい)と国 (くに)、を生 (い)かす祝福 (しゅくふく)を見 (み)ました。ヨセフとモーセは、血 (ち)の契約 (けいやく)を通 (とお)して430年間 (ねんかん)続 (つづ)いたエジプトの奴隷 (どれい)生活 (せいかつ)を終 (お)わらせました。サムエルとダビデは、神殿 (しんでん)礼拝 (れいはい)を通 (とお)してペリシテとの戦 (たたか)いで勝利 (しょうり)して、エリヤとエリシャは弟子 (でし)運動 (うんどう)を通 (とお)してアッシリヤとアラムの国 (くに)との戦 (たたか)いで勝利 (しょうり)しました。ダニエルとエステルは、偶像 (ぐうぞう)を捨 (す)てていのちをかけたとき、パウロとテモテは偶像 (ぐうぞう)を壊 (こわ)して福音 (ふくいん)を伝 (つた)えたとき、それぞれ、バビロンとローマとの戦争 (せんそう)で勝利 (しょうり)することができました。
私 (わたし)たちも絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)を成 (な)し遂 (と)げることができます。まず、7人 (にん)のレムナントのように、使徒 (しと)1章 (しょう)1節 (せつ)、3節 (せつ)、8節 (せつ)みことばを必 (かなら)ず握 (にぎ)って祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。神様 (かみさま)は、それぞれに与 (あた)えられた現場 (げんば)で、すてきな証人 (しょうにん)として立 (た)てるように、力 (ちから)を与 (あた)えてくださるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　2016.02.02　世界大学修練会1講






　きょうのいのり













　きょうのでんどう














　きょうのみことば

　エゼキエル７～８

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう








[image: ]みことばを
てきようしよう

聖霊 (せいれい)の満 (み)たしを味 (あじ)わった人 (ひと)の証拠 (しょうこ)のみことばです。
探 (さが)して、書 (か)きましょう。


　　創世記 (そうせいき)41:38







　　Iサムエル16:13






　　　　使徒 (しと)1:8

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！7人 (にん)のレムナントのように、使徒 (しと)1章 (しょう)1節 (せつ)、3節 (せつ)、8節 (せつ)のみことばを体験 (たいけん)させてください。て満 (み)たしてくださって、現場 (げんば)でかっこいい証人 (しょうにん)として立 (た)つことができますように。イエス様 (さま)のお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン



[image: ]ぜったいしめい


　　　　　　

使徒 (しと)1:3　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (のち)、四十日 (よんじゅうにち)の間 (あいだ)、彼 (かれ)らに現 (あら)われて、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)り、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。



[bookmark: _GoBack]きんようび




すべてのものには流 (なが)れがあります。水 (みず)は高 (たか)いところから低 (ひく)いところに流 (なが)れて川 (かわ)と海 (うみ)ができ、冷 (つめ)たい空気 (くうき)は下 (した)へ、熱 (あつ)い空気 (くうき)は上 (うえ)に上 (あ)がる過 (か)程 (てい)を繰 (く)り返 (かえ)しながら、適正 (てきせい)な温度 (おんど)をたもちます。それなら、正 (ただ)しい生活 (せいかつ)の流 (なが)れは何でしょうか。神様 (かみさま)のみことばに従 (したが)っていく生活 (せいかつ)ということです。
ヨセフは、神様 (かみさま)のみことばによく従 (したが)って行 (い)った人 (ひと)の中 (なか)のひとりです。神様 (かみさま)は、そのようなヨセフを聖霊 (せいれい)で満 (み)たして、かしこい総理 (そうり)として導 (みちび)かれました。神様 (かみさま)がくださった知 (ち)恵 (え)で、エジプトが豊作 (ほうさく)と飢饉 (ききん)になることをあらかじめ見 (み)たヨセフは、豊作 (ほうさく)だった時 (とき)に穀 (こく)物 (もつ)を倉庫 (そうこ)に保存 (ほぞん)しておいて、飢饉 (ききん)になった時 (とき)に、を出 (だ)して国 (こく)を生 (い)かす助 (たす)けをしました。ヨセフひとりのおかげで、エジプトの経済 (けいざい)が生 (い)かされたのでした。
神様 (かみさま)は、世 (よ)の中 (なか)の流 (なが)れが神様 (かみさま)のみことばに乗 (の)ることを望 (のぞ)んでおられます。これは、神様 (かみさま)がくださった絶対 (ぜったい)使命 (しめい)です。絶対 (ぜったい)使命 (しめい)の答 (こた)えを味 (あじ)わえるように、次 (つぎ)の3つのことを実践 (じっせん)しましょう。最初 (さいしょ)に、私 (わたし)のみことば、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)を発見 (はっけん)します。二 (ふた)つ目 (め)、礼 (れい)拝 (はい)が中 (ちゅう)心 (しん)になる生活 (せいかつ)を実践 (じっせん)しましょう。三 (みっ)つ目 (め)、与 (あた)えられた現場 (げんば)で神様 (かみさま)のみことばを握 (にぎ)って最善 (さいぜん)を尽 (つ)くしましょう。いつのまにか、私 (わたし)もヨセフのように、すてきな伝道者 (でんどうしゃ)となっているでしょう!
2016.02.02　世界大学修練会2講





　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

エゼキエル９～10

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう












もくそうしよう　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)！

わたし、
なやみがあります！
なやんでいます









　　祈 (いの)るときに手 (て)を合 (あ)わせて、目 (め)を閉 (と)じないと、神様 (かみさま)は願 (ねが)いを
聞 (き)いてくださらないのですか。　
インマヌエル・ブク教会/キム・タウンレムナント

答 (こた)えてほしい願 (ねが)いがあるのでしょうか。レムナントの祈 (いの)りは、自分 (じぶん)の願 (ねが)いを成 (な)し遂 (と)げるより、神様 (かみさま)の願 (ねが)い（Iテモテ2:4）が成 (な)し遂 (と)げられるように望 (のぞ)むことです。また、祈 (いの)りは大 (おお)きく、定刻 (ていこく)祈 (いの)り、常時 (じょうじ)祈 (いの)り、集中 (しゅうちゅう)祈 (いの)りに区分 (くぶん)されます。形式 (けいしき)と関係 (かんけい)なく、顔 (かお)を洗 (あら)うとき、服 (ふく)を着 (き)ながら、道 (みち)を歩 (ある)きながらなど、いつどこででも考 (かんが)えでする常時 (じょうじ)祈 (いの)り、公 (おおやけ)の礼拝 (れいはい)のときに集中 (しゅうちゅう)するために目 (め)をとじてする定刻 (ていこく)祈 (いの)り、緊 (きん)急 (きゅう)で重 (じゅう)要 (よう)な問 (もん)題 (だい)が生 (しょう)じたとき、問題 (もんだい)より神様 (かみさま)の約束 (やくそく)に集中 (しゅうちゅう)する集中 (しゅうちゅう)祈 (いの)りです。
タウンレムナントが質問 (しつもん)した祈 (いの)りは、おもに礼拝 (れいはい)のときに、気 (き)が散 (ち)りやすくて、姿勢 (しせい)を正 (ただ)しながらする定刻 (ていこく)祈 (いの)りのことのようです。しかし、定刻 (ていこく)祈 (いの)りだからと、必 (かなら)ず手 (て)を合 (あ)わせないと聞 (き)いてもらえないのではありません。目 (め)をとじて手 (て)を合わせただけの、フォームでは答 (こた)えが難 (むずか)しいということです。神様 (かみさま)は、心 (こころ)に抱 (いだ)いた祈 (いの)りを聞 (き)いてくださるのです。私 (わたし)たちの中 (なか)におられる主 (しゅ)は、私 (わたし)たちが心 (こころ)の中 (なか)で考 (かんが)えるだけでも聞 (き)いてくださるので、いますぐ、今週 (こんしゅう)から心 (こころ)に抱 (いだ)く祈 (いの)りに成功 (せいこう)してください。礼拝 (れいはい)成功 (せいこう)は、すなわち祈 (いの)り成功 (せいこう)です！





















父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)を通 (とお)してこの世 (よ)の流 (なが)れが神様 (かみさま)のみことばに乗 (の)るようになり、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)が成 (な)し遂 (と)げられますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
おいのり
しよう

[image: ]
ぜったいけんしん
　　　　　　　　

　　　　　　

詩篇 (しへん)78:72　彼 (かれ)は、正 (ただ)しい心 (こころ)で彼 (かれ)らを牧 (ぼく)し、英知 (えいち)の手 (て)で彼 (かれ)らを導 (みちび)いた。




どようび



絶対 (ぜったい)献身 (けんしん)とは、神様 (かみさま)が願 (ねが)われる働 (はたら)きをすることを言 (い)います。神様 (かみさま)が願 (ねが)われることをするためには、霊性 (れいせい)（信仰 (しんこう)）と知性 (ちせい)（実力 (じつりょく)）が必要 (ひつよう)です。聖書 (せいしょ)には、この２つを両方 (りょうほう)ともそろえて、神様 (かみさま)がなさる働 (はたら)きに用 (もち)いられた人物 (じんぶつ)が出 (で)てきます。
ヨセフは幼 (おさな)い時 (とき)から神様 (かみさま)がくださったビジョンが確実 (かくじつ)な人 (ひと)でした。ですから、エジプトに奴隷 (どれい)として引 (ひ)っ張 (ぱ)られて行 (い)き、監獄 (かんごく)に入 (はい)った瞬間 (しゅんかん)にも、神様 (かみさま)の明 (あき)らかな計画 (けいかく)があると信 (しん)じながら祈 (いの)りました。エジプトは、ヨセフが経済 (けいざい)と政治 (せいじ)を勉強 (べんきょう)する機会 (きかい)の現場 (げんば)になって、後 (のち)に総理 (そうり)になる土台 (どだい)になりました。一方 (いっぽう)、モーセは、赤 (あか)ちゃんだったとき、お母 (かあ)さんから離 (はな)れるようになりました。当時 (とうじ)、ヘブル人 (じん)の子孫 (しそん)をなくせというエジプト王 (おう)の命令 (めいれい)が下 (くだ)って、お母 (かあ)さんのヨケベデは、エジプトの王女 (おうじょ)が入浴 (にゅうよく)する川 (がわ)にモーセを流 (なが)しました。ヨケベデの切実 (せつじつ)な祈 (いの)りで、いのちを守 (まも)られたモーセは、エジプトの王宮 (おうきゅう)で教育 (きょういく)を受 (う)けながら成長 (せいちょう)しました。これらすべての過程 (かてい)は、神様 (かみさま)がモーセを出 (しゅつ)エジプトの指導者 (しどうしゃ)として用 (もち)いられるためにゆるされたことでした。
家庭 (かてい)、教会 (きょうかい)、国 (くに)にいつも危機 (きき)の瞬間 (しゅんかん)がきます。そのたびに、神様 (かみさま)は霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)が準備 (じゅんび)された人 (ひと)を探 (さが)して、神様 (かみさま)が願 (ねが)われることに用 (もち)いられ、文化 (ぶんか)の流 (なが)れを変 (か)えられました。私 (わたし)たちは、ヨセフとモーセのように、神様 (かみさま)が願 (ねが)われることに用 (もち)いられるレムナントです。この事実 (じじつ)に感謝 (かんしゃ)しながら、霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)を育 (そだ)てることができるように祈 (いの)りましょう!　　　　　　　　　　　　　　2016.02.03　世界大学修練会3講










　きょうのいのり












　きょうのでんどう













　きょうのみことば

エゼキエル11～12

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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みことばを
てきようしよう

霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)を養 (やしな)うためには、まず、私 (わたし)がどんな人 (ひと)なのか知 (し)らなければなりません。きょうは「私 (わたし)」について考 (かんが)える時間 (じかん)を持 (も)ってみましょう。
次 (つぎ)の内容 (ないよう)をもって、先生 (せんせい)やパパとママとフォーラムしましょう。


　　　好 (す)きなことはなんですか　　　　　　　　　一日 (いちにち)に祈 (いの)りを何回 (なんまわ)しますか



　　　腹 (はら)がたつことはなんですか　　　　　　　　いちばんすきな賛美 (さんび)はなんですか




　　　いちばんたくさんする考 (かんが)えは　　　　　　　パパとママとよくフォーラムを
　　　なんですか　　　　　　　　　　　　　　　しますか



　　　尊敬 (そんけい)する人 (ひと)はだれですか　　　　　　　　　伝道 (でんどう)をしたことはありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どのようにしましたか


　　　将来 (しょうらい)の希望 (きぼう)はなんですか　　　　　　　　　どんな伝道者 (でんどうしゃ)になりたいですか
































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！ヨセフとモーセのように霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)をもって、それを通 (とお)して福音 (ふくいん)文化 (ぶんか)を作 (つく)る主役 (しゅやく)にならせてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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